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 第 2 部は、任意法規・強行法規としての中途解除権について、その正当化根
拠、あるべき損害賠償の内容を検討する。委任・役務提供契約などの具体的規定
の検討を出発点に普遍化できる考え方を探求する形で考察を進める。 




２ 長期拘束と契約の内容規制 ―― 第 1 部 











の存続期間規制（BGB489 条 1 項 2 号）や、保険法における保険契約の存続期










































３ 中途解除の自由と不当条項規制 ―― 第 2 部 
(1) 第 2 部の考察方法 
















































































４ 価格の低額化と中途解除・不当条項規制 ―― 第 3 部 

















































































   以上により、本論文を、博士（法学）の学位を授与するに値するものと認め
る。 
 
